
米軍属による強制性交等未遂事件に抗議する意見書 

 

 今年４月１７日午前５時５０分頃、本島中部の住宅街路上を一人で歩いていた女性

に背後から抱き付き、強制的に性交等をしようとしたとして、沖縄県警は令和３年７月

３０日に普天間基地勤務の米軍属を強制性交等未遂の容疑で逮捕した。 

被害者女性が大声で助けを求め激しく抵抗したため同容疑者は現場から立ち去り、

女性に怪我は無かったものの心境を慮ると強い憤りを禁じ得ない。今回の事件は、平

成２８年の元海兵隊軍属によるうるま市在住女性の死体遺棄事件や、令和元年の北谷

町における海兵隊員が知人の日本人女性を殺害した悲惨な事件等を思い起こさせた。

静かな住宅街で発生したこの事件は決して対岸の火事ではなく、町民に大きな不安と

怒りの声が広がっている。 

本町議会は、これまでも米軍人や軍属等による事件・事故が発生するたびに、日米

両政府に対し抗議を行うとともに、綱紀粛正及び教育の徹底、再発防止策を講じるよ

う強く要求してきたにもかかわらず、またしてもこのような事件が発生したことは極

めて遺憾であるとともに、米軍における事件の再発防止に向け取り組みが徹底されて

いるか甚だ疑問であり、強い不信感を抱かざるを得ない。 

よって、本町議会は、町民の生命、安全及び平穏な生活を守る立場から、米軍属に

よる強制性交等未遂事件に厳重抗議するとともに、下記事項の速やかな実現を図るよ

う強く要望する。 

 

記 

 

１ 被害者への謝罪及び完全な補償並びに丁寧な精神的ケアを行うこと。 

２ 「米軍人・軍属等による事件・事故防止のための協力ワーキングチーム（ＣＷＴ）」

を速やかに開催し、綱紀粛正の徹底と、具体的かつ実効性ある再発防止策を策定し公

表すること。 

３ 日米地位協定の対象者である軍属等に対しても夜間外出を規制すること。 

４ 在沖米軍人・軍属等の施設・区域内外における市町村別居住者数を公表すること。 

５ 日米地位協定を抜本的に改定すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  

 

令和３年９月７日 

 沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当） 

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長 

沖縄県知事 

  



米軍属による強制性交等未遂事件に抗議する決議 

 

 今年４月１７日午前５時５０分頃、本島中部の住宅街路上を一人で歩いていた女性

に背後から抱き付き、強制的に性交等をしようとしたとして、沖縄県警は令和３年７月

３０日に普天間基地勤務の米軍属を強制性交等未遂の容疑で逮捕した。 

被害者女性が大声で助けを求め激しく抵抗したため同容疑者は現場から立ち去り、

女性に怪我は無かったものの心境を慮ると強い憤りを禁じ得ない。今回の事件は、平

成２８年の元海兵隊軍属によるうるま市在住女性の死体遺棄事件や、令和元年の北谷

町における海兵隊員が知人の日本人女性を殺害した悲惨な事件等を思い起こさせた。

静かな住宅街で発生したこの事件は決して対岸の火事ではなく、町民に大きな不安と

怒りの声が広がっている。 

本町議会は、これまでも米軍人や軍属等による事件・事故が発生するたびに、日米

両政府に対し抗議を行うとともに、綱紀粛正及び教育の徹底、再発防止策を講じるよ

う強く要求してきたにもかかわらず、またしてもこのような事件が発生したことは極

めて遺憾であるとともに、米軍における事件の再発防止に向け取り組みが徹底されて

いるか甚だ疑問であり、強い不信感を抱かざるを得ない。 

よって、本町議会は、町民の生命、安全及び平穏な生活を守る立場から、米軍属に

よる強制性交等未遂事件に厳重抗議するとともに、下記事項の速やかな実現を図るよ

う強く要望する。 

 

記 

 

１ 被害者への謝罪及び完全な補償並びに丁寧な精神的ケアを行うこと。 

２ 「米軍人・軍属等による事件・事故防止のための協力ワーキングチーム（ＣＷＴ）」

を速やかに開催し、綱紀粛正の徹底と、具体的かつ実効性ある再発防止策を策定し公

表すること。 

３ 日米地位協定の対象者である軍属等に対しても夜間外出を規制すること。 

４ 在沖米軍人・軍属等の施設・区域内外における市町村別居住者数を公表すること。 

５ 日米地位協定を抜本的に改定すること。 

 

以上、決議する。  

 

令和３年９月７日 

 沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 在沖米国総領事 

米陸・空軍エクスチェンジサービス太平洋管区本部司令官 

沖縄県議会議長 


